
環境に配慮した製品づくり�

ムラタでは、製品の持つ環境負荷を削減するために、製品に含有する規制物質の削減、小型化、省電力、梱包材の改善、グリーン

調達などに積極的に取り組んでいます。�

　ムラタでは、製品の環境負荷を削減する取り組みを推進して

きました。環境負荷物質に関して、製品に含有する化学物質は

1996年4月から、また、工程で使用する化学物質は1997年

11月から、それぞれ使用禁止・削減を進めてきました。�

�

　またライフサイクルアセスメント（LCA）を取り入れ、製品

設計の段階に配慮すべきポイントを明確にして環境負荷を削

減する取り組みを進めてきました。�

　一方、2001年度にはこれらを統合した形で、「製品アセス

メント」の準備を完了し、2002年度には具体的な実施内容

の検討を進め、2003年度に運用を開始する予定です。�

環境保全活動�

製品における環境保全の取り組み�

ＬＣＡの活用�

　ＬＣＡは資源採掘から製造・販売・使用・廃棄に至るまでの製

品のライフサイクルにおいて、製品が環境におよぼす各種の

環境負荷や環境影響を定量的に評価する手法です。�

　ムラタでは、1995年にＬＣＡ部会を設置し、代表的な製品

についてＬＣＡデータの解析を行い、その結果をもとに、独自

のＬＣＡガイドラインを作成し、1999年から研究開発プロセ

スへ導入しています。�

　ＬＣＡで評価する項目には、ＣＯ2排出量、鉛含有量、主原材

料消費量などを取り上げ、また、製品そのものだけでなく、生

産設備もその対象としています。�

　LCAデータの解析により、製造に直接必要なエネルギーの

他に、空調などの間接的なエネルギーの消費も大きく、コジェ

ネレーションなどの省エネルギ－の取り組みも重要であるこ

とを再認識しました。�

製品アセスメントの項目�

製品アセスメントの実施フロー�

分類�
�
�
製品本体�
�
�
�
�
生産工程�
�
�

包装�
�

項目�
規制物質削減�
主原料削減�
小型化�
省電力化�
グリーン調達�
規制物質削減�
エネルギー削減�
CO2削減�
廃棄物削減�
グリーン調達�
規制物質削減�
リデュース・リユース・リサイクルの推進�
�

LCAデータシート例（インベントリデータ）�
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製品アセスメントの導入�

　製品アセスメントは、製品が環境に与える影響を設計段階

で評価する手法です。�

　ムラタでは、製品アセスメントの一部として位置付ける製

品・製造工程中の規制物質の禁止・削減の運用を既に1996

年4月から実施しています。�

　とくに、鉛フリー化は重要なテーマとして専門のプロジェク

トによる活動を展開してきました。�

　2002年度には、製品アセスメントを実施するための具体

的な評価項目の決定などの準備活動を進めてきました。とく

に、設計段階の資材グリーン度調査により、購入品の環境負荷

化学物質の確認ができる体制を整えました。�

さらに、製品アセスメントでは、項目を製品本体、生産工程、包

装に大別して、それぞれで3Ｒ（リデュース、リユース、リサイク

ル）や環境負荷化学物質の使用禁止・削減を目指しています。

また、製品アセスメントの運用は、新製品開発の各段階で実施

する形態としました。アセスメントには項目ごとの基準を設け、

基準を下回らないように設計段階からフィードバックをかけら

れるシステムになっています。今後、製品アセスメントを通じ

て、環境に適した製品開発を推進していきます。�
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